
2025 年度 経済学部 アセスメント・プラン  
 

 

AP（Admission Policy） 
番 号 内 容 

AP1 経済的事象に興味を持ち、主体的に学ぶ意欲を持続
できる能力。 

AP2 様々な文献・資料を理解し、また自身の考えを文章で
表現するための国語及び外国語能力。 

AP3* ディスカッションにおいて相手の発言を理解し、ま
た自身の考えを論理的に伝えるための能力。 

AP4 経済学の様々な理論、知識を修得するための数学あ
るいは社会科の知識 

アセスメント 
指標 

・各種入学選抜結果（志願者数・入学者数） 
・調査書記載事項 
・GPS アカデミック（アセスメントテスト） 
・新入生アンケート 
・入門講義の履修状況・単位取得状況・GPA 

実施・ 
検証組織 

・学部長 
・検証評価委員会 

CP（Curriculum Policy） 
番 号 内 容 

CP1  学生の主体的・体系的学習を可能とする  2  年次学科選択・コース制の実
施 

CP2 初年次、2 年次教育における幅広い教養と経済学を学ぶための基礎的能力
の涵養 

CP3 
科学的思考を育くむ理論系科目、国際的・歴史的視野を養う科目を積極的
に展開しながら、経済・地域経済に関する様々な知識や課題解決の方策を
段階的に学習 

CP4 
経済学科においては、理論・歴史・国際系科目の積極的学習を前提とした
コース科目を設置。地域経済学科においては、応用分野や地域に関する諸
学問をコース科目として幅広く展開。 

CP5 座学と実践の連動など、学習成果を実社会で活かすための諸能力の形成 

CP6 ゼミナール・地域研修などの少人数教育の重視 

アセスメント指標 

・各科目履修状況・単位取得状況・GPA 
・ゼミナール・外国書講読の履修状況・単位取得状況・
GPA 
・学生生活実態調査（学修時間等） 
・授業改善アンケート 
・4 年生アンケート 
・退学者数・除籍者数（率）の推移 
・GPSアカデミック（アセスメントテスト） 

実施・検証組織 ・学部長 
・検証評価委員会 

DP（Diploma Policy） 
番 号 内 容 

DP1 建学の精神（自主独立の開拓者精神）に基づき、主体的な学びを行うこ
とができる。 専門分野を体系的に学び、結果として高い見識・深い専門
性を有している。 

DP2 経済学の基礎知識を修得している。 

DP3 地域経済に関する諸学問の基礎知識を修得している。 

DP4 様々な経済現象の本質や法則性を理解し、それを現代経済・社会の課題
解決に応用できる。 

DP5 現代経済・社会の諸課題を発見し、歴史的/国際的観点からその解決に貢
献できる。 

DP6 異なる社会への理解を深め、その見識を持って地域や広く社会の発展に
貢献できる。 

DP7 人々の暮らし・働き方・ネットワークや人間社会の基盤たる環境と向き
合いながら課題を発見し、その解決に貢献できる。 

DP8 実社会との深いつながりの中で各 DP を追求することができる。 

DP9 幅広い視野と教養を身につけている。 

アセスメント 
指標 

DP1：GPA・成績評価・卒業研究履修状況・卒業率・就職率・アセスメ
ントテスト・4 年生アンケート 
DP2：成績評価・基礎・理論科目、基礎ゼミ単位取得状況 
DP3：成績評価・地域研修の実施実績 
DP4：ゼミ単位認定率・卒業研究・地域研修・地域協働 FW 履修実績・
アセスメントテスト・4 年生アンケート 
DP5：留学者プログラム・英語能力テスト参加実績・国際科目単位取得
状況 
DP6：地域研修・地域協働 FW 履修実績・アセスメントテスト 
DP7：ゼミ単位認定率・就職率・アセスメントテスト 
DP8：卒業研究提出状況・地域研修・地域協働 FW 履修実績・卒業率・
アセスメントテスト・4 年生アンケート 
DP9：教養科目の単位取得状況・卒業研究提出状況 

実施・ 
検証組織 

・学部長 
・検証評価委員会 

（注） 
・各ポリシーを評価するさい、アセスメント指標一覧は教育活動の取り
組み状況等にしたがって、必要に応じて追加・修正が可能である。 
・検証に際し、上記のアセスメント指標すべてを必ず用いる必要はな
く、状況等に即して適宜選択し活用するものとする。 
・検証評価委員会は必要に応じて学部内各種委員にデータ提供等の協
力を求めることが出来る。 


